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?
論
　1874年から1945年までのザクセンの郡は，主として農村地域における下級
内務行政のためのブルジョア国家の組織であった（1）．それはこの重要な機能
を，まず立憲君主制国家，次いでヴァイマル共和国，そして，最後にファシ
ズム独裁，のために行使した．ルール地方およびザール地方と並んでドイツ
で最も重要なこの工業地域〔ザクセン〕において，郡は，経済が勃興する時
期に，経済を振興した．郡は，両帝国主義世界戦争と破局的経済恐慌によっ
て惹き起こされ，人口稠密なここ〔ザクセン〕においてとくに深刻となった
困窮，に対する行政的措置にも関与した．他方では，郡は，社会的対立が深
＊　Gerhard　Schmidt，　“Die　stachsischen　Amtshauptmannschaften　1874－1945　und　ihre
　Vorltiufer”，　in：　Letopis，　B，　Bd．　20，　1973，　S，　14－36．
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刻化する時期の警察官庁として，貴族とブルジョアジーの支配のための機構
であった．とくに郡は，この「赤い王国」においてきわめて強力な労働運動
を調査し，抑圧することに，また，オーバーラウジッツにおいてはゾルブ人
民衆とその民族的志向を監視することに，関与した．1918年の革命は地区議
会の選挙権の民主化をもたらしたが，郡の官僚を完全に一新させたわけでは
なかった．1933年以後には郡もファシスト的テnの機構となった．
　国家による下級行政官庁として郡は，郡長（：L－Landrat）を長とするフ．
Pイセンの郡（K：一Kreis），チューリンゲンのアムトないしクライスアム
ト，および，メクレンブルクのアムトに対応するものであった．しかし，プ
ロイセンの郡（K）とザクセンの郡とはその組織，管轄区域と任務の範囲に
おいて，それとともに，国記と国家行政全体におけるそれの意義において，
著しく異なっていた．主として農業的なプロイセンの騎士農場所有者は貴族
も平民も，立憲君主制の内部において他の諸階級よりも大きな特権を持って
いた．プロイセンにおいては17世紀以来，土地貴族の支配する身分制地方組
織が，郡長（：L）の任命に際して提案権を持っており，制限されながらも，
1918年までこの権利を保持していた．身分制組織のこの共同決定は通例は反
動的な傾向を持っていた．それに対して，ザクセンはすでに1850年以後ます
ます急速に，そして，全領土において工業化された．ザクセンには，t経済的
に強力なブルジョアジー，多数の手工業的小市民層と広範なプロレタリアー
トが存在した．これらの階級は1868年t、1871年，1909年，そして，1918年
に，かつて支配的であった封建体制た対して，次第に政治的影響力を獲得し
てきた．下級行政の分野においてザクセンの貴族はプロイセンの貴族のよう
な特権を持たず，ザクセンの郡長は古くから身分制議会との協議なしに領邦
君主のみによって任命された（2｝．地方貴族の支配するザクセン領世一バーラ
ウジッツだけは，この点において例外をなし，1918年まで身分制組織の強い
影響力の下にあった．差異がこのように大きい結果として，プmイセン領ブ
ランデンブルク州においては1914年になお雨衣（L）31人置25人が貴族であ
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り，平民es　6人だけであった．また，プロイセン領ポソメルン州においては
群長（L）24人中21人が貴族であり，平民は3人だけであった．それに対し
て，ザクセンにおいては1914年に郡長28人中10人が貴族（この中のオーバー
ラウジッツ4郡においてはすべてが貴族）であり，18人は平民であった．し
たがって，指導的なこの下級行政官吏に占める市民層の割合は，ブランデン
ブルク19％，ポンメルン11％，そして，ザクセン64％であったのである．
　ザクセンの郡の領域は一般にプロイセンの地方郡（Landkreis）のそれよ
りも狭かった．しかし，ザクセンの郡の人口は平均100，000人（1930年に
ディッポルディスヴァルデおよびオーシャッツの60，000人とドレースデンの
170，000人の間）であり，約45，0qO人のプロイセンの郡（K）の人口の2倍以
上であった．ザクセンの郡の実質的権限もプロイセンの郡長（L）職のそれ
よりも大きかった．プロイセンにおいては行政の重心は，中級官庁たる県
（レギールンク）に主としてあったのに対して，ザクセンの郡と，その上に
ある県（KH）との関係は，まったく異なっていた．ザクセンにおいては下級
官庁〔郡〕が実質的行政行為の中心であったのである（3）．1927年のポツダム
県（レギールンク）には部長（Abteilungsdirektor）カミ7人，上級行政参事官
（Oberregierungsrat）カミ16人，行政参事官（Regierungsrat）が46人，建築参
事官（Baurat）が57人，合計126人の中級官僚がいた．それに対して，ドレー
スデンとライプツィヒという，ザクセン最大の県（KH）は〔ポツダム県（レ
ギールンク）と比較して〕人口において同じ，面積において五分の一であっ
たが，ここには，建築参事官［1］，医務参事官（Medizinalrat［2］）と工業参事官
（Gewerberat［3〕）を含めて15－16人の中級官僚がいたにすぎない．バウツェ
ン県（KH）のそれはわずか7人であった．他方では，両大戦間期にプロイセ
ンの郡（K）には普通は貫長（L），行政事務官補（Regierungsassessor）1
人と職員1人がいただけである．人口138，000人のニーダーバルニムのよう
な，例外的に人口稠密な郡（K）においてさえ，そうであった．それに対し
て，ザクセンの郡には1927年に愁訴以外に行政参事官［4］平均3人，時には5・
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人，行政事務官（Regierungsamtmann［5］）1人ないし3人，建築技官（Bau－
Sachverstandiger［6］）1人ないし2人，時には3人，そして，下級官僚15－25
人（ドレースデンには32人）がいた（4）．ザクセンの郡は，プロイセンの県（レ
ギールソク）に課されう任務の多くを，果たしていたのである．そのために
ザクセンの郡は，いくつかの部門に分かれ，後者は1930年頃に，大きな郡に
おいては部（Amt）と呼ばれていた．警察官庁としては郡は一般にプロイセ
ンの郡（K）よりもはるかに高い程度において，ここ〔ザクセン〕のきわめ
て強力な労働運動の制圧に関与していた．ゾルブ人の処置についてとくに重
要な教育事項と教会事項において，ザクセンには一般に中級官庁は存在しな
かった．そのためにこれらの事項は，国民教育省直属の下級行政官庁〔郡〕
において処理された．したがって，ザクセンの行政はプロイセンのそれより
もはるかに分権化されていたのである．
　郡の成立と歴史を理解するためには，1874年以前のそれの前身を知ること
が必要である．
（注）
（1）郡とその前身官庁についてはGesetz－und　Verordnungsblatt　ftir　das
　K6nigreich　Sachsen，　Dresden　1873，　S．　275－290；　Felix　Wach，　Kgl，　Sachs．
　Gesetz，伽Orgαnisation　der　Behδrdenノ伽die　innere　Verwaltung　betreガend，
　vom　21，　April　1873，　nebst　den　damit　in　Verbindung　stehenden　Gesetzen　ttnd
　Verordnungen，　Leipzig　1905；　Karlheinz　Blaschke，　Sdchsische　Verwaltttngsge－
　schichte　（Lehrbriefe　ftir　das　Eachschutfernstudi”m　ftir　Archivare．
　Vertvaltungsgeschichte　des　Staates，．Lehrbrief　3），　Berlin　1958，　S，　36　ff．，　110
　ff．，　121　ff，；　ders，，　“Die　Ausbreitung　des　Staates　in　Sachsen　und　der　Ausbau
　seiner　raumlichen　Verwaltungsbezirke”，　in：　Bldtter　ftir　deutsche　Landesgeschi－
　chte，　Jg．　91　（1954），　S．　74－109；　Helga－Maria　KUhn，　Geschichte　der　sdchsischen
　Mittelbehbrden　im　MeiBnischen　Kreis，　Masch，一schr，　1959；　Claus　Laske，
　Geschichte　der　sdchsischen　MittelbehOrden　im　Erzgebirgischen　Kreis，
　Masch．一schr，1959；Reiner　GroB，　Die　En畝licfltung　der　sdichsischen　Regional－
　verwαltung，　dargestellt　am　Beispiel　des乙eiPziger　Kreises　r16．一20．　Jh．，，
　Masch，一schr．　1960；　Richard　Dietrich，　“Die　Verwaltungsreform　in　Sachsen
　1869－1873”，　in：　Neues　Archiv　ftir　sdchsische　Geschichte，　Bd．　61　（1940），　S，
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　　49－85；　Gerhard　Schmidt，　Die　Staatsreform　in　Sachsen　in　der　ersten　Halfte
　　des　19，　Jahrhunderts．　Eine　Parallele　zu　den　Steinschen　Reformen　in
　　PreuBen，　Weimar　1966，　bes．　S．　314　f．，　308－310；　Emst　Venus，　Amtshauptmann
　　in　Sachsen．　Lebenserinnerungen　des　letzten　Dresdener　AmtshauPtmanns　und
　　Landrats，　Bonn　1970．
（2）　Friedrich　Beck　（Hrsg，），　Behtirden　und　lnstitutionen　in　der　Provinz
　　Brandenburg　1808／16　bis　1945　（Ubersicht　tiber　die　Bestdnde　des
　　B・and・伽・g漁・ηムande・h卿耽勧・P・t・d・m（Staα彦・α・・勧P・t・d。m［7り，
　　Teil　2），　Weimar　1967，　S．　257－261；　Konrad．Bornhak，　“Die　Entwicklung　der
　　sa’chsischen　Amtsverfassung　im　Vergleich　mit　der　brandenburgischen
　　Kreisverfassung”，　in：　PreuBische　Jahrbticher，　Bd．　56　（1885），　H．　2，　S．　125－140．
（3）　Venus，　AmtshauPtmann…　，　S．　23．
（4）　Handbuch　tiber　den　KOniglich　PreuBischen　Hof　und　Staat　ftir　das　Jahr
　　1914，　Berlin　1913；　Handbuch　tiber　den　PreuBischen　Staat　ftir　das　／ahr　1927，
　　Berlin　1926；　Staatshandbuch　fur　das　KOnigreich　Sachsen，　Dresden　1914；
　　Staatshandbuch’　fatr　den　Freistaat　Sachsen，　Dresden　1927，
第1節　1874年以前の下級行政官庁
　1874年に創設されたザクセンの郡は，その権限に関して，それまでさまざ
まな行政官庁に分離されていた任務を，統合した．郡の前身は次のものであ
る．
　　1．旧制度の郡長（1874年まで），
　　2．領邦君主の管区（Amt　　以下では管区（A）と記される．）（1856年
　　　まで），
　　3．家産裁判所（1856年まで），
　　4，管区（A）と家産裁判所との後身としての管区（GA）（ユ856－74年）．
（1）等 長
　16世紀のザクセン選帝侯国において，いくつかの管区（A）が一つの監視
区域にまとめられた．その長官が面長であった．この監視機能は，部長とい
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う称号はなお授与されたけれども，17世紀に廃止された．18世紀初めに，当
時しぼしば賃貸されていた管区（A）・を，郡長にふたたび監督させることが
考慮された、しかし，七年戦争後の1764年になって初めて，とりわけ市民層
に発する国家改革［8】の進行中に，ザクセン国家の中核地域（本領地域）に郡
長が新たに任命された（5）．彼らはすべてが貴族であって，騎士領所有者とし
てその監視区域内に居住しており，自分の領地に住み続けた．その任命の際
には，「任用される人物の技能，能力，とりわけ愛国的な信念」が留意され
た（6＞．彼らは恒常的な役所（Amtssitz）も，確定した管轄区域も，彼らを補佐
する職員も，持っていなかったために，郡長は官庁を構成してはいなかっ
た．彼らはその領域内の内務行政全般（とくに警察，共同体事項，商工業の
監視，財政，租税，司法，教会と学校，軍事制度）を大まかに監視しただけ
である．領邦君主のすべての管区（A），さらに，森林，筏流し，鉱山，塩専
売および郵便に関する行政事務所のような特殊官庁も，郡長の下にあった．
　面長の上位の官吏は県知事（Kreishauptmann一以下では県知事（K）
と記される．）であった．
　領土の縮小したザクセンに，13の郡の領域が1816年に確定された（7＞［9］．そ
の中の5（1822年からは4）はマイセン県（Kreis・一以下では県（K）と記
される．）に，4はエルツゲビルゲ県（K）に，3はうイプツィヒ県（K）
に，1はフォークトラント県（K）にあった．1816年から郡民には1人の書
記が付けられることになった．その領域はすでに郡と呼ばれたが，その区分
は，1874年に創設された新しい郡とは，非常に異なっていた．
　1835年の中級官庁の改革（8）以後1874年まで，郡長は，彼らの帰属する県
（KD）の代理的構成員と見なされた．さらに，五心はその郡内の地区道路建
設委員会（StraBenbaukommission［io］）と地区水利工事委員会（Wasserbau－
kommission【11］）の構成員であった．かつてエルツゲビルゲ県（K：）に属して
いたフライベルク郡は，ドレースデン県（KD）に，フォークトラント郡はツ
ヴィッカウ県（KD）に移管された．1838年にドレースデンとライフ．ツィヒ両
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県（KD）内の郡は，目的に一層叶うように再区分された．とりわけエルベ川
は，以前は管区（A）の区分を考慮することなく，郡の境界線をなしていた
が，今やそうではなくなった．1856年には管区（GA）の創設の結果として郡
の領域もいくらか変更された．一いずれも中級官庁として機能する県（K
D）と郡との関係は，不明確であり，しばしば批判された．1835年以後，官庁
の構…造は諸省一県、（KD）一郡一管区（A）ないし家産裁判所の4段階
になっていた．そのために邦議会は1837年に，県（KD）と郡長のどちらかを
廃止するように提案した．しかし，政府は両者をそのままにしておいた．
1841年に内務省は，県（KD）と郡は両者を合わせて一つの全体をなし，郡長
は，県（KD）という組織の外的構成員をなすものである，と主張したのであ
る．したがって，馬長は陳情書を，欄外に彼の意見を付けて，県（KD）に回
せばよく，公式の報告を義務付けられてはいなかった．内務省と郡長との間
の文書の直接的送受は，県（KD）に何も隠しておくことのないように，もは
や適当とは見なされなかった．　　1816年の一般訓令に代えて1842年に郡長
に関して，新たに改訂された一般訓令が出された．そこにおいては，郡長の
地位は県（KD）の構成員としてふたたび定められ，その任務の範囲はさらに
詳細に規定された．郡長はその領域内の状況を一般的に，とくに住民の生活
と生業の事情および商工業を観察し，警察行政と警務隊を指揮し，道路と橋
の建設を監視し，〔公共〕建設のための土地収用，および，新兵徴募と軍事目
的の現物給付の際に，また，地区道路建設委員会と地区水利工事委員会の任
務に関して，協力しなければならなかった．それにもかかわらず，30年代に
すでに企図されていた下級官庁の改革が，数十年間も延期されたために，県
（KD）と前盛の相互関係は問題を含んでいた．
（2）領邦君主の管区（A）
地方行政組織は中世末のザクセン選帝侯国において代官役所（Vogtei），
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そして，15世紀末から管区（A）と呼ばれた．今や管区長（Amtmann一
以下では管区長（A）と記される．）と称されるようになった代官（Vogt）
は，一般に貴族であって，裁判を主宰し，管区（A）内において召集軍を指
揮し，道路の安全を監視した．彼の補佐役たる，平民の収税官（Schbsser）
は，財政を処理し，それによって，しばしば現物で納入される，領邦の最も
重要な収入を管理した．収税官は16世紀前半のうちに，行政における書面主
義の進展とともに管区長（A）の司法・警察機能にはいり込んできた．それ
に対して，管区長（A）は地位が高まり，郡長としていくつかの管区（A）
を大まかに監督するようになったが，この機能も1600年頃にはまったく消滅
した．管区長（A）という称号は，今やかつての収税官に移った．管区長
（A）には1人の管区書記（Amtsschreiber）が付けられた．後者は18世紀に
は管区地代管理官（Amtsrentverwalter），略して管区管理官（Amtsverwal－
ter）と呼ばれた．1785年［12］から管区（A）は二つの専門部門，司法管区
（Justizamt）と地代管区（Rentamt）に分離された．一訓令はその根拠を次
のように述べている。「あらゆる点において司法が良心的に，そして，底意な
く，管理され，手数料を取るために係争が故意に起こされたり，引き延ばさ
れたりしないように」，と．今や管区長（A）は司法管区長（Justizamt－
mann［13］）あるいは司法官吏（Justizbeamter），彼と同格となった管区地代管
理官は，地代官吏（Rentbeamter）と呼ばれた．司法と内i務行政は，管区
（A）が廃止されるまで，未分離のままであった．そのために司法部門は警
察事項をも処理し，地代部門は貢租の徴収と管区財産の管理だけを管轄した
のである．
　最初から管区（A）に所属したのは，管区所属の土地（Amtssasse），管区
村落（Amtsdorf）と管区都市（Amtsstadt）だけであって，豊北君主とその
中央官庁に直属する，領邦君主直属の荘園と都市は，そうではなかった．し
かし，17世紀初めまでにすべての領邦君主直属の集落も管区（A）に編入さ
れた．もちろん，それらの集落は管区所属の土地ほどには管区（A）に従属
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していなかった．このような制限にもかかわらず，管区（A）は今や領邦全
体に対する下級司法・行政官庁となった．それに対して，プロイセンのアム
トは御料地について権限を持っていただけである．、1849年にザクセンには管
区（A）46と，それに照応する管区（LG－Landgericht）2とがあっ
た［141．〔管区（A）は幾多の要因によって歴史的に形成されたために，〕管区
（A）の大きさはさまざまであり，その境界はきわめて錯綜していた．これ
は行政と住民にとって大きな障害を意味しており，この障害は時とともに
耐えがたいものとなり，ついに1856年の下級官庁の改革によって除去される
ことになった，
　国王の（国家の）下級司法・警察・財務官庁としての管区（A）はザクセ
ンの中核地域，いわゆる本領地域にだけ存在した．！635年になって初めてザ
クセンに帰属したオーバーラウジッツ辺境伯領には，1856年までこのような
管区（A）はなかった．ここにおいては身分制的・家産制的権力（荘園，さ
らに，特権的四都市　　バウツェン，ツィッタウ，レーバウ，カーメンツ
ーの市参事会）がほとんど，あるいは，完全に支配しており，地方におけ
る公的および国家的権限をその手に収めていたのである．シ＝一ンブルク家
の協定所領（RezeBherrschaft）においては地方的権力はこの高位貴族所領の
所有の下にあり，国家の中央官庁は，制限された権利だけを行使していた
が，後者の権利は，19世紀になると次第に大きくなった［15］．
（3）1874年までのオーバーラウジッツのアムトとアムト管領（全長）
　オーバーラウジッツ辺境伯領は1815年まで二つのクライス（Kreis）一バ
ウツェン・クライスとゲルリッツ・クライスーに区分されていた．各クラ
イスには，アムト管領（Amtshauptmann）に主宰される，一つのアムトが
あった．これらのアムトとアムト管領は本領地域の管区（A）および郡長と
名称は同じであったが，実質的な関連はなかった．オーバーラウジッツのア
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ムトはもっぱら司法官庁であった．ここにおいては，騎±領の封事項と各ク
ライスの司法および警察事項が処理されたのである。オーバーラウジッツの
アムトは，バウツェンのオーバーアムト宮廷裁判所（Oberamtshofgericht）
あるいはゲルリヅツの宮廷裁判所（Hofgericht）における正規の訴訟を避け
るために，係争（とりわけ高位貴族所領と騎士領に関するそれ）を妥協に
よって調停しようとした．オーバーラウジッツの2人のアムト管領はそのア
ムトにおける審理を主宰した，彼らはそれを上記二つの宮廷裁判所において
も行なったが，その場合にはそれぞれ3－4人の参審裁判官が陪席者として
選出された．オーバーラウジッツのアムト管領は常にそこの騎土層の一員で
あった．領邦君主の代理人であり，オーバーアムトの主宰者であるラント代
官（Landvogt）によって，彼らは任命された．オーバーアムトはこの地域の
上級官庁であった．それは，ドレースデンの政府諸機関が合議制に〔当時〕
基づいていたのと異なって，「官僚制的に［16］」，すなわち、ラント代官のみに
よって主宰された．ラント代官は，決定する際に，顧問官の票決に左右され
なかったのである．バウツェン・アムトは制度上も人的にもオーバーアムト
と結び付いていた．このアムトの文書作成はオーバーアムトの官房において
行なわれた．しかし，オーバーアムトの事項は「正装した」会議において，
〔それに対して，〕アムトのそれは普通の会議において処理された．バウツェ
ンのアムト管領はラント代官の代理役であり，ラント代官が不在の場合，あ
るいは，この職が空席の場合，オーバTアムトの代理的主宰者となった．そ
のために彼はオーバーアムト管領（Oberamtshauptmann）と呼ばれた．
1777年以後はラント代官は任命されなかった．そのためにオーバーアムト管
領はオーバーアムトの恒常的主宰者となったのである（9）．一1815年にゲル
リッツ・クライスとバウツェン・クライスの北東部とはプPイセンに割譲さ
れ，新たな区分の下でプロイセンの郡長（L）の制度に編入された．今やバ
ウツェンのオーバーアムト管領は，バウツェン・クライスの南西部だけを管
轄するバウツェン・アムトのアムト管領となった．
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　1821年にオーバーアムトに代わったのが，長官によって主宰される，合議
制のオーバーアムト統治委員会（Oberamtsregierung）である．本領地域の
それと同じ任務を持つ郡長の制度が，この時オーバーラウジッツに導入され
た．これは，特権の制限を恐れる〔地方〕身分制議会の意向に逆らって，実
施された．しかしながら，この地域全体についてさしあたりは1人の郡長だ
けが任命された．本領地域の郡長が国王のみによって任命されたのに対し
て，オーバーラウジッツ身分制議会はバウツェン〔船長〕の職に関して，選
’考のために3人の候補者を推挙することができた（10）．1834年にオーパーラウ
ジッツがザクセン国家に編入された後も，この特権は残り，1874年まで続い
た．1835年から74年までオーバーラウジッツは二つの郡に区分され，その境
界線はバウツェンとレーバウの間を通っていた（ll）．
（4）家産裁判所
　国家の司法・行政官庁の他に1856年までのザクセンにおいては，家産裁判
所（騎士領，市参事会，宗教財団，学校ないしライプツaヒ大学［17］）が公法
的司法・行政権能を行使していた．下級裁判権と並んで地方行政をも含む家
産裁判権は，法学教育を受けた家産裁判所長（Gerichtsverwalter）　tlこよって
処理された．後者の多くは，特定の開廷日にだけ荘園所在地にやって来た．
家産裁判権は封建社会に特徴的な制度であった［181．19世紀の社会的・経済的
変化のためにそれは，ますます時代遅れで，不適当と考えられるようになっ
た．1833年以後［19］，とくに1838年の布告［20］以後，荘園領主はその家産裁判権
を任意的に国家に移譲することができた．ヒれはしばしば行なわれた．その
ために，司法管区と並んで新しい「国王の（国家の）裁判所」（k6nigliches
Gericht）が設置された．
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（5）管区（GA）
　オーバーラウジッツを含むザクセンの家産裁判権は，1856年にすべて廃止
された。一円的な管轄区域を持つ国家の（国王の）管区（GA）116が創設さ
れたのである．これは，従来の領邦君主の司法管区と荘園領主的家産裁判所
との司法・行政任務を統合した．かつての荘園〔領主〕はわずかの行政権能
と一定の名誉権とを持ち続けた，都市裁判所（Stadtgericht）の権限も管区
（GA）に移ったが，都市行政〔機関〕は，1832年都市自治体法に定められた
権限を保持した，したがって，都市は行政に関しては管区（GA）の領域から
除かれていたのである．さらに，司法と行政は従来の司法管区と家産裁判所
においてと同じように，管区（GA）においてもなお未分離のままであった．
管区（GA）の上にあるのは，行政事項に関して14人の茎長と4県（KD），そ
して，司法事項に関しては地区裁判所（Bezirksgericht）19と控訴裁判所4で
あった．地区裁判所は管区（GA）と同じように1856年に設置されたものであ
り，第一審裁判所でもあった．管区（GA）には，法学教育を受けた者は，管
区長（Gerichtsamtmann［21］一以下では管区長（GA）と記される．）1人だ
けであったが，地区裁判所には所長（Direktor）と少なくとも4人の管区参
事官（Gerichtsrat）が任命され［22］，当該地区の管区（GA）に対する合議制の
判決官庁をなしていた．管区（GA）は一定の場合には関係文書を地区裁判所
に送り，その判決を求めることができた．合議制の審議を必要とする，重大
な刑事事件と訴訟問題については，とくにそうであった．
　地租を含む直接税は，1835年ないし43年から地代管区によってではなく，
税務署（Bezirkssteuereinnahme）によって徴収され，管区賦役（Amtsfron，
Amtsdienst）などは廃止〔償却〕されていった．この改革の後に地代管区に
残ったのは，森林と狩猟事項だけである．地代管区は1856年以後も65年まで
存続し，その後，国有林出納部（Forstrentamt）に再編された．
　シェーンブルク家の協定所領グラウヒャウ，ヴァルデンブルク，リヒテン
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シュタイン，ハルテンシュタインとシュタインにはようやく1865年に7の管
区（GA）が設置され，それらは司法事項に関してはグラウヒャウ地区裁判所
の下に置かれた．それに対して，行政事項は1878年までシェーンブルク家に
保持されていた．
（注）
（5）　Horst　Schlechte，　Die　Staatsreform　in　Kursachsen　1762－1763．　Quellen　zum
　kursdchsischen　Re’tablissement　nach　dem　Siebeniahrigen　Kriege，　Berlin　1958，
　S，　117，　203－207，　404　f，，　543，　546，
（6）　Staatsarchiv　Dresden，　Loc，　1253，　Neue　Einrichtung　wegen　derer　Kreis一　und
　Amtshauptleute，　1764－1767，　Bl，　43．
（7）　Codex　Augusteus，　3．　Forts．，　1．　Abt，，　Dresden　1824，　S，　521－548，
（8）Schmidt，　Die　Staαtsreform…，　S，265　f．を参照．
（9）　C．　G．　Donat，　Chursdchsisches　Hof一　und　Civil－Staatshandbuch，　Dresden
　1805，　S．　158　f．；　Walter　von　BOtticher，　Geschichte　des　Oberlausitzer　Adels　und
　seiner　Gtiter　1635－1815，　Bd．1，1912［23］，　S．24－26を参無．
（10）　Gerhard　Schmiclt，　Reformbestrebungen　in　Sachsen　in　den　ersten　Jahrzehnten
　des　19．　／ahrhunderts，　Dresden　1969，　S，　73．
（11）Sghmidt，　Z）ie　Staatsreform…，　S．262と同書巻末の地図．
第2節　1874年から1945年忌で郡長が主宰した諸機関
（1）郡
　すでに1856年の管区（GA）の創設の際に，将来における司法と行政の分離
と14郡の改組が見込まれていた．資本主義の時代におけるザクセン経済の異
常に急速な発展と，それに関連する人口の急増とが，下級官庁における行政
行為の集約化と分権化を必要とした，そのために1874年に司法と行政は下級
官庁においても分離された．この分離は中央官庁についてはすでに1831年
に，中級官庁については1835年に実施されていた．したがって，封建制の行
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政組織から資本主義のそれへの移行はザクセンの下級官庁においては一挙に
ではなく，1856年と74年の2段階によって完成されたのである．管区（GA）
は1874年以後は司法だけを処理した．1879年にそれは帝国法によって区裁判
所（Amtsgericht）と改称された．管区（GA）の行政任務は，1874年に新設
された25の郡に引き継がれた．後上は同時に旧来の郡，地区道路建築委員会
と地区水利工事委員会の業務をも引き継いだ．同時に中級官庁として，単独
責任制的に組織された4県（KH）が，従来の合議制的な県（KD）にとって代
わった．1874年以前の廃油と県（KD）が複数の省のために業務を行なってい
たのに対して，今新設された官庁［24］〔県（KH）一以下では単に県と記され
る．一と郡〕は，内務省だけに属した．1874年までは出血は1人の書記だ
けによって助けられていた．今や郡は完全な官庁となり，郡長の他に通常は
数人の法律専門家，数人の書記と数人の発送係が任命された．
　郡は内務行政に関する下級国家官庁であった，国家は都市市民に対しては
1832年と73年の都市自治体法を通じて，自からの市参事会による広範な自治
を認めていたが，三つの大都市ドレースデン，ライプツィヒとケムニッツは
郡の行政から完全に除外され，それ以外に80の，改正都市自治体法の下にあ
る中都市においては，郡の権限は非常に制限されていた．したがって，郡に
無制限に服属したのは，小都市63と農村自治体（Landgemeinde）だけで
あったのである．主として農村的な，大部分は工業化しており，一部は都市
化さえしている，この領域において，郡は村長（G）と市長，在地の警察と
地方警務隊（Landgendarmerie）を監視した．郡は商工業と農林業について
比較的大まかな国家的監督を実施した．とくに郡は，営業〔権〕の行使と工
場および技術的施設の設置について認可を与え，一般的な措置と改善によっ
てその地区の経済を助成した．さらに郡の任務として，救貧，衛生事業，建
築および消防事項，保険事項，貯蓄金庫事項，国籍事項と戸籍事項，ならび
に，内務省の管轄下にある財政および軍事事項があった．改正都市自治体法
の下にある都市は，邦議会と帝国議会の選挙の監視，道路と橋の建設，河川
一177一
356
水利工事，公共建設のための土地収用，新兵徴募と軍事用の現物給付および
家畜疫病の防止の諸事項にかぎって，郡に服属した．
　1907年から大都市ドレースデン，ライフ。ツィヒとケムニッツの他にプテウ
エンとツヴィッカウも郡の行政から除外された．1923年までにさらにバウ
ツェン，フライベルク，マイセン，ツィッタウが県に直属することになっ
た．1924年にはアウエ，クリミッチャウ，デーベルン，フライタール，グラ
ウヒャウ，メーラーネ，ミットヴァイダ，ピルナ，ライヒェンバッハ，
ヴェールダウとヴルツェンが地区自治体連合から離れ，1935年にはラーデボ
イルとリーザがそれに続いた．その結果として，ザクセンの22の郡独立
（kreisfrei）都市が都市郡（Stadtkreis）として，地方郡［25］と同格となったの
である．
　郡は，その上に立つ県および内務省と密接に協働した．〔内務〕省は，
1831年以前の中央官庁がしたように，各地域の細事にかかわることはなく，
法律の枠内では広範な行為の自立性を下位官庁に認めた．しかし，とくに重
要な場合，例えば一揆やストライキに際しては，郡は上位官庁の命令に縛ら
れ，後者と絶えず密接な連絡を取りつつ，行動した．郡は毎年，地区内の一
般的状況と特別の事件について県に報告し，県は内務省のためにこれの要約
を作成した．郡のこの業務報告は社会・経済状態，労働民衆の状態，およ
び，労働運動の政治的・社会的闘争について貴重な資料を提供してい
る（12）．郡が社会民主党の監視に重要な役割を演じた，1878年から90年までの
社会主義者鎮圧法の時代については，この報告はザクセンの大都市の労働運
動についても内容豊富な資料をなしている．なぜなら，当時は多くの労働運
動家（例えばアウグスト・ベーベル）が，都市に編入されていない，した
がって，郡の領域に属する郊外に，居住していたからである．
　郡長は国王によって，そして，1918年以後は〔内務〕省によって任命され
た．郡長はその官庁を「単独責任制的に」主宰した．，すなわち，合議制機関
（Kollegium）に諮ることなく，単独で決定を下だしたのである．1900年まで
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は郡長は大部分が貴族であった．貴族は国家のすべての指導的官職において
優遇されていた．例えば，1875年と95年に4県知事（KH）のすべてが，
1914年には5県知事（KH）の中の3人がそうであった．旧制度の郡長14人口
中，1870年に11人が貴族であったのである．ブルジョアジ山にとって非常に
不利なこの比率は，1874年以後も緩慢にしか変動しなかった．ザクセンの郡
長の中1874年置貴族は13人，平民は！2人であり，1895年に貴族16人と平民11
人，1914年に貴族10人と平民18人，1927年には貴族8人と平民20人であっ
た．オーバーラウジッツの郡長4人は1874年から1918年目でほとんど例外な
く貴族であった（13）．平民の郡長も，支配者たる王家の代表老であったため
に，社会民主党は，世紀転回期以後は最：大の政党であったけれども，1918年
まで郡の人事に何の影響力も持っていなかったのである．
　十一月革命以後，労兵評議会は数人の反動的な応長を排除することがで
き，社会民主党員もこの地位に就いた．しかし，ヴァイマル共和国の末期に
もザクセンにおいては自由主義的な平民で，大多数は無党派の郡長が支配的
であった．このような行政専門家はファシストによる権力掌握後もその職に
留まり，一部は早くから，一部は圧力に屈して1939年までにほとんどすべて
がナチスに入党した（14）．まず，1933－34年にナチスの特別委員が各郡長を監
視した．この制度が廃止された時にも，明白に党派的な郡官僚は少数しかい
なかった．しかしながら，ここにおいてもナチスの支配は成就した．なぜな
ら，ナチスのクライス指導者（Kreisleiter）が郡の職務に次第に関与してき
て，ついには郡はほとんど，クライス指導部（Kreisleitung）から命令を受け
る官庁となったからである．さらに，親衛隊保安部（SD）とべルリーンの国
家保安本部（Reichssicherheitshauptamt）がザクセンの地方官庁にも大きな
影響力を持つようになった．
　〔郡には〕音曲の他に第一次世界大戦までは1人ないし5人の行政事務官
と行政事務官補［26］，2人ないし12人の書記と数人の職員がおり，1927年には
2嫌ないし8人の行政参事官，10－30人の検査官（lnspektor［27】）と書記，さ
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らに，数人の職員がいた．郡は行政実務の中心であったのである．そのため
にその略号AH．は1910年頃には冗談に刑務所（△rbeitshaus）と解釈され
た，それに対して，多くの場合に古参の参事官が任命される県（KrH．），と内
務省（Mdl）は不具者養護施設q食Uppelheim）と廃兵寮（逗aison旦es
1nvalides）と解釈されたのである（15）．
　1930年頃，少なくとも大きな郡はすでにいくつかの部門に分かれており，
それは部と呼ばれていた（16）．ドレースデン郡において法規部（Verfassungs－
amt）は農村と都市の一般的行政，とくにその財産管理（貯蓄金庫および振
替金庫，財団に関する事項と吏員の給与を含む．）を監視し，自治体の条例
（Ortsgesetz）を承認した．
　建設部（Bauamt）はすべての建築計画について十分に審査し，承認した．
とりわけ宇部は，建設計画と地域拡張計画を作成した．交通部（Verkehrs－
amt）は交通の諸問題，とりわけ，自動車，遠距離貨物輸送，交通刑事事項
を，そして，1933年以後は防空も，規制した．警察部（Polizeiamt［28］）は保安
警察，政治警察，交通警察，また，映画事項，身分証事項，さらに，公衆衛
生，森林と狩猟，漁業，消防および水上警察，火災保険と煙突掃除事項を管
轄していた．営業部（Gewerbeamt）は営業事項，とくに，居酒屋の認可を，
地区委員会（BezirksausschuB）との協議の下で処理した．税務部（Steuer－
amt［29］）は強制執行も処理した．郡の特別部門として国籍および戸籍事項の
部門と社会保険部もあった．
　1874年以後，次の郡があった．
　1　バウツェン県内にバウツェン，カーメンツ，レーバウおよびツイッタ
　　ウ郡，
　2　ドレースデン県内にドレースデン，ディッポルディスヴァルデ，フラ
　　イベルク，グローセンハイン，マイセソおよびピルナ郡，
　3　ライプツィヒ県内にライプツィヒ，ボルナ，デーベルン，グリンマ，
　　オ’一シャッツおよびロホリッツ郡，
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　4　ッヴィッカウ県内にアンナベルク，アウエルバッハ，ケムニッツ，フ
　　レーア，マリーエンベルク，エルスニッツ，プラウエソ，シュヴァル
　　ツェンベルクおよびツヴィッカウ郡（17）．
　とくに大規模なドレースデン，ピルナ，フライベルクおよびツヴィッカウ
郡には，デーレン，シャンダウ，ザイダとクリミッチャウに郡の支所（Dele－
gation）があった［30］．これらの支所は，郡の分離した事務所であって，独立
の官庁ではなかった．クリミッチャウ，シャンダウとデーレンの支所は数年
間存続しただけであった．ザイダの支所は1919年から郡の支部（Zweigamt）
と呼ばれたが，39年に廃止された．
　シェーンブルク家協定所領は1878年頃完全にザクセン国家に編入された．
それからグラウヒャウ郡がつくられ，一部はツヴィッカウとシュヴァルツェ
ンベルクの両郡に帰属した．一ザクセンの大都市周辺とその他の工業地域
における異常に急速な人口増加のために，新しい行政区域の創設が必要と
なった．1880年にドレースデソ郡はドレースデンニアルトシュタットとド
レースデン＝ノイシュタットの2郡に区分された．1900年にツヴィヅカウ県
から，ケムニッツ，アンナベルク，フレーア，グラウヒャウとマリーエンベ
ルクの諸郡を含む新しいケムニッツ県が，分離された，1910年にケムニッツ
郡から．シュトルベルク郡が分離された．ヴェールダウには1919年に，ツ
ヴィッカウ郡の下にある郡支部が創設された．この支部は20年にはすでに独
立の郡の地位を獲得した．
　〔第一次大戦の〕戦後経済不況期に経費節減のために逆の展開が始まっ
た．ドレースデンの二つの郡は1924年にふたたび統合された．ヴェールダウ
郡は数年の審議の後1933年初めにふたたびツヴィッカウ郡に移管された，
ディッポルディスヴァルデとエルスニッツの2郡については廃止が考慮され
たが，実現しなかった．しかし，シーク政府は節減措置としてバウツェン県
を1933年［311に廃止した．それ以後，ドレースデンには，統合されたドレース
デン＝・7〈ウツェン県が置かれたのである．1923年から32年までバウツェン県
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に置かれていたゾルブ人対策部（Wendenabteilung）は，バウツェン郡に編
入された．一1939年に県（RB　　Regierungsbezirk）と改称された県は，
43年［32］に廃止され，郡長（：L）と改称された下級官庁は，内務省に直属する
こととなった．
　郡の領域は帝国議会および邦議会の選挙区と一致していなかった．それら
は〔新しい〕郡の創設以前に確定され，1918年まで存続した．ザクセンの23
の帝国議会選挙区は1870年忌定められ，当時の管区（GA）5ないし7を含ん
でいた．これらの選挙区のそれぞれは，平等普通選挙権の下で1人の帝国議
会議員を選挙した．この進歩的な選挙権の下で1903年にザクセンの全選挙区
は一つ（バウツェン）を除いて，社会民主党員を選出した．一ザクセン邦
議会下院に関する24の都市選挙区と45の農村選挙区は1868年に定められ，同
じように管区（GA）の組織に基づいていた．時代遅れのこの選挙方式は何度
も変更されたが，常に社会民主党に不利であった．　．1918年以後これらの
選挙区は廃止され，以前の単純多数選挙制度に代わって比例代表選挙方式が
導入された．
　1939年に郡と県の名称は，ドイツ〔第三〕帝国全体で統一された名称の郡
（K）（地方郡と都市郡）および県（RB）に代えられた．法長と県知事（K
H）はそれ以後，応長（：L）ないし県知事（R－Regierungsprasident）と呼
ばれた．その官庁も，個人のために編成されたこの名称を得ることになっ
た．なぜなら，指導者原理に基づく権威主義的体制の条件の下では，官庁で
はなく，責任ある官庁指導者が基準であるべきであったからである．職務名
称がこのように同化したにもかかわらず，プnイセンの台長（：L）的郡
（K）をはるかに凌駕する，ザクセンの下級官庁の活動は，1939年以後も存
続した．
　ヒトラーのファシズムが粉砕された後，革命的変革がザクセンの行政にお
いて，そしてまた，下級官庁においても，達成された．ファシスト国家の官
僚は執務を許されなかった，進歩的な反ファシスト派の任命によって，行政
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における民主的な状況が作り出されたのである．新しい民主的国家の再建は
下から上へ進んだ．その場合，地方郡における国家的下級官庁はさしあたり
は以前の名称を引き継いだ．それは1946年5月まで「郡長（L）」，46年7月
から47年1月まで「郡長部」（Landratsamt）であった．1947年1月16日の民
主的なザクセン州郡（K）法（18）以後，郡（K）の行政官庁は1952年まで「郡
参事会」（Kreisrat）であり，それは，議長たる郡長（L），1人ないし2人の
その代理者，および，6人以下のその他の構成員から成っていた．郡参事会
の構成員は郡議会（Kreistag）によって選挙され，郡議会は1946年10月20日
の郡議会選挙以後は郡（K）の最高意志決定機関であった．執行機関として
の郡参事会は郡議会に責任を負い，その決定に拘束された．全有権老によっ
て直接に選挙される，このような郡（K）段階の人民代表制は，1945年まで
のザクセンにはなかったものである．1874年置ら1945年までのザクセンの郡
が狭義の内務行政だけを管轄していたのに対して，1945年から52年までは，
他の権限を持つ多くの専門官庁（例えば財務，建築および保健官庁）も，郡
（K）官庁に編入されていた．国家的下級行政はここに集中していたのであ
る（19）ご県ないし1939年以後の県（RB）という中級行政官庁は，戦争末期に廃
止されたが，1945年以後も復活しなかった（20）．
　1945年目，ナイセ川東岸でツィッタウ近郊の，それまでザクセンに属して
いたいくつかの集落が，ポーランドに割譲された．それに対して，ナイセ川
西岸の，これまでニーダーシュレージ干ンに属していたゲルリッツ，ホイエ
ルスヴェルダとローテンブルク（後にはヴァイスヴァッサー）の3地方郡，
および，ゲルリッツ都市郡がザクセン所属となった．これによってザクセン
は30の地方郡と23の都市郡を持つことになったのである．地方郡の地理的区
分は細部においては変更された．例えば，1950年にシュトルベルク地方郡は
廃止され，近隣の郡に区分された．エルツゲビルゲの鉱業地域のアウエ（以
前のシュヴァルツェソベルク）地方郡から1951年にアウエとシェヴァルツェ
ンベルクの2地方郡およびヨハンゲオルゲ／シュタヅトとシュネーベルク・の
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2都市郡が設置された（21）．一1952年の行政民主化によってザクセン州は廃
止された．そみ代わりに生まれたのが，ドレースデン，ライプツィヒとケム
ニッツ（53年以後はカルル＝マルクス＝シュタット）の3県（B
Bezirk）であり，以前はチューリンゲン，ザクセン＝アンハルトおよびシュ
レージエン州に属した近隣地域も，これに編入された．この時，郡（K）の
新区分も実施された．ドレースデン県（B）、には15地方郡と2都市郡，ライ
プツィヒ県（B）には12地方郡と1都市郡，そして，ケムこッツ（カルル＝
マルクス＝シュタヅト）県（B）には21地方郡と5都市郡（合計して48地方
郡と8都市郡）が設けられたのである．したがって，これらの新しい郡
（K）は郡とその後身よりも数が多く，住民と郡（K）官庁との距離は近く
なっている，逆に，それの任務の範囲は郡のそれよりもはるかに大き
い（22）．
（2）地区自治体連合（23＞
　面長自身および文書棚の共通の管理によって郡は地区自治体連合，地区教
育監督委員会ないし地区教育部（Bezirksschulamt）および地区宗教監督委員
会（Kircheninspektion）と結び付いていた．しかし，これらはすべて，別個
の独立した機関であった．
　各郡長は彼の国家官庁〔郡〕ばかりでなく，同時に，自治団体たる地区自
治体連合［33］をも主宰した．郡とはしばしば庁舎においても異なる（24）この地区
自治体連合には，その地区のすべての都市と農村自治体が統合されていた．
したがって，郡長はプロイセンの郡長（：L）と同じように，国家官吏であっ
たばかりでなく，自治体連合の主宰者，巨大農村自治体の一種の上級市長で
もあったのである．彼は地区議会と地区委員会［34］の議長であった．住民に
とって不利益なことに，地区議会は国民代表ではなく，その三分の一は，
100ターラー以上の高額納税者（騎士農場所有者，工業家と炭坑主）から選ば
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れた代表であり，三分の二は，その地区の市参事会と市議会議員（Stadtver－
ordneter）ないし農村自治体の参事会（Rat）から選ばれた代表であった．地
区議会は1年に少なくとも1回は開かれ，地区委員会委員（少なくとも8
人）を選出した．地区委員会はその時々に里長によって召集された．地区自
治体連合は，個々の自治体にとっては重すぎる，あるいは，自治体の枠を越
えてしか解決できない，公共的任務，すなわち，救貧（25＞，公的医療，道路建
設と一般的困窮の防止，を果たすべきであった，しかし，地区委員会はこれ
らすべての分野において，自治体の施設と措置が十分でない場合に，補完的
にのみ処置すべきであった．地区議会は地区自治体連合の支出を承認し，報
告書を受け取った．地区委員会は地区議会の決定を実施し，地区議会を監視
した．さらに，地区委員会は工場，宿屋，屠殺場などの認可賦与の際の決定
に加わり，国による道路建設の補助，水路改修の提議などに関する審議に関
与した．このように地区自治体連合は第一次世界大戦までは，きわめて小さ
く狭い範囲の任務と不十分な資金を持っていたにすぎない．それは，既存の
病院と授産場を維持し，新しいものを創設したが，後者は雇用状態の改善と
ともに廃止された．それ以上のこと，例えば，ケムニッツにおける近代的な
地区病院の建設（1912年）は寄付，献金などによってしか実現しなかった．
なぜなら，地区自治体連合において決定権を持っている高額納税者は，地区
の任務の増大とそれに必要な租税の引上げに無関心であったからである．そ
の結果として地区自治体連合は事実上，名を知られることなく，一般に国家
機関と考えられていた．
　しかしながら，社会的弊害は〔地区自治体〕連合の活動の拡大を不可避の
ものとした．帝国主義時代における工業化の進展は，「租税のオ．アシス」と労
働者の居住する自治体との間の，また，都市の文化水準と農村のそれとの間
の，差異を拡大させた．農村住民は都市の病院に頼っていたが，そこで受診
する場合には，都市住民が優遇され，農村住民の医療費は割高にされた．都
市の中等学校に関しても農村の子弟は割増し授業料を支払わなければならな
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かった．このような追加的支出を容易に支払い，都市の文化財を享受できる
高額納税老は，農村に文化施設を設置することに無関心であった．なぜな
ら，彼らはそれの資金調達のために高い租税を負担しなければならないであ
ろうからであった．
　1919年に地区議会（Bezirkstag［35］）の選挙規程が改正された．高額納税者
の議席は廃止された．自治体の代表40人だけが比例選挙権にしたがって選出
されたのである．地区議会の議長はもはや郡県ではなく，その議員中の1人
となった．1924年置緊急命令によって地区議会議員の数は20人にまで引き下
げてもよくなった．地区議会の選出する地区委員会は，4－6週毎に開会す
ることとなった．戦中・戦後に食糧と生活用品の公的管理に成果を収めた地
区自治体連合は，従来のものに加えて，まったく新しい任務とそれに必要な
資金を1924年に与えられた．それはザクセンの新自治体法［36］，ドイツ国福祉
義務令と青年福祉法［37］によって規制された．地区自治体連合の主要任務と
なったのは，戦災を克服するために，また，国民の健康を増進するために拡
張されな一般的福祉事業である．これは今日では自明であるが，当時の農村
においては新しいものであった．すなわち，母親相談，乳児・小児・結核
症・障害者および青年福祉がすべての郡の全域について定められたのであ
る．そのために地区自治体連合は自から，福祉医，地区看護婦と体操女教師
を任用し，近代的な病院，結核療養所，孤児収容所，学校用歯科病院，乳児
保育所，産院と産婦保養所を，さらに，地区養老院と地区青年宿泊所を独自
に設置した．傷疾軍人の保護も地区自治体連合に委ねられた．地区自治体連
合は運動場，屋外プールと体育館の建設のために，また，赤十字と内地伝道
のようなヴォランティアの福祉事業組織に対して，さらに，農村割増金の廃
止と引換えに都市の病院と学校に対して，補助金を出した．年金生活者福祉
と一般福祉も三分の二は地区によって，三分の一だけが自治体によって負担
されるようになった．経済の分野にも地区自治体連合は同じように積極的に
介入した．地区独自の道路技師は自動車交通の発達にともなって道路の管理
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を引き受け，地区建設部（Bezirksbauamt）は公共住宅の建設を促進して，住
宅不足を克服した，クライス貯蓄金庫（Kreissparkasse［38］）も設けられた．い
くつかの地区自治体連合は雇用促進のために企業に資金を貸し付け，あるい
は，交通施設に関与して，農村の交通事情を改善した．工業労働裁判所（Ge－
werbegericht［39］）と商業労働裁判所（Kaufmannsgericht［40］）も地区自治体連
合の一事項であった．地区自治体連合は写真館とクライス博物館の設置に
よって，国民文庫と成人講座への補助金によって，また，演奏会と演劇の上
演によって，文化活動を助成した．これらすべての社会的・経済的・文化的
措置によって〔人口の〕農村離脱も防止された．第二次世界大戦中には地区
自治体連合はふたたび統制経済を規制した．
　郡の官吏は当初は地区自治体連合の任務を片手間に果たしていたが，地区
自治体連合は1924年から自身の職員を持つようになった．しかし，この分離
はとくに小規模な郡においては必ずしも徹底的ではなかった．ドレースデン
郡の地区自治体連合の予算は1年に約15百万マルクであった．この金額はと
くにドイツ国所得税，法人税（K6rperschaftssteuer）および自動車税の一部
分，自治体への地区割当額と地区独自の租税（興行税，狩猟および居酒屋認
可税）から調達された．資金調達を規制するために，1920年頃にザクセン地
区自治体連合組合（Verband　der　s註chsischen　Bezirksverbande）が設けら
れ，後者は1922年目ドイツ地方郡会議（Deutscher　Landkreistag）に加入し
た（26），〔ザクセン〕地区自治体連合組合は1933年の均等化によってザクセン
自治体会議（Sachsischer　Gemeindetag）となった．ファシストの権力掌握に
よって地区自治体連合における民主的・議会制的自治形態は消滅したのであ
る．
（3）地区教育監督委員会（1874－1919年）と地区教育部（1919－45年）
1856年までの司法管区と家産裁判所，さらに，1856年から74年までの管区
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（GA）は俗人の教会共同監督（Koinspektion）として教会監督とともに地区
宗教・学校監督委員会（Kirchen－und　Schulinspektion）の構成員であった．
この委員会の権限は教会の管理にも学校の管理にも及んだ．1874年に教会の
管理と学校の管理とが分離された後，各郡において郡長と地区教育監督官は
地区教育監督委員会を構成した．後者は，郡とは別個の，特別の教育担当官
庁であった．これは郡のように内務省と県に下属していたのではなく，中間
官庁なしに宗教・公教育省（1923年以後は国民教育省）に直属していたので
ある．その文書は，「文書管理権」（directorium　actorum）を持つ郡長と，地
区教育監督官とによって処理され，その後に郡の文書棚に保管された．
1919年から地区教育監督委員会は地区教育部，地区教育監督官は地区教育参
事官（Bezirksschulrat）と呼ばれることになった（27）．
（4）地区宗教監督委員会（1874－！926年）
　1874年に創設された地区宗教監督委員会も，郡とは別個の，独立した官庁
であり，管区（GA）の後身としての郡長は俗人の教会共同監督としてそれに
関与した．地区宗教監督委員会の議長は教会監督であったが，郡長はここに
おいても「文書管理権」を持っていた．改正都市自治体法の下にある大都市
と中都市にあっては，市参事会も地区宗教監督委員会の第三の構成員であっ
た，
　地区宗教監督委員会は福音ルター派邦宗教庁に下属していた．教会と国家
との原則的分離の結果として地区宗教監督委員会は1926年に廃止され，その
代わりに，教会だけにかかわる地区宗教部（Bezirkskirchenamt）が創設され
た、これは教会監督と，法律専門家たる宗教部参事官（Kirchenamtsrat）と
から構成されており，郡長はもはやこれに関与しなかった．
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（5）ゾルブ人に対するオーバーラウジッツ諸富の監視
　　ルブ人対策部
バウツェン郡ゾ
　オーバーラウジヅツ4郡の中のバウツェン，カーメンツ，レーバウの3郡
は，その地区に居住するゾルブ人に対して，下級官庁として国家的監視を実
施していた．ザクセン政府の慎重なゾルブ人政策のために，諸郡はゾルブ人
を公式には別個の集団あるいは民族としては取り扱わなかった．そのために
郡の文書の中で，標題にゾルブ人を名指したものは，きわめて少ない．「エー
ベンデルフェル〔村〕ゾルブ人農民協会」あるいはハイニッツ〔村〕，グロー
スポストヴィッツ〔村〕などの「福音ルター派系学校におけるゾルブ語教
育」のような文書の標題は，例外である（28）．ゾルブ人とゾルブ語教育に関す
る事項は多くの場合，個々の集落における自治体ないし教育事項に関する文
書の中に含まれている．それにもかかわらず，少数民族たるゾルブ人に関す
る諸問題は，諸郡ないし地区教育監督委員会によって注意深く監視されてい
た．特徴的なことに，ゾルブ人は，適任の法律専門家と教師がいたとして
も，これらの官庁に勤務してはいなかった．1918年以後はゾルブ人はドイツ
国とザクセンの官庁によって少数民族と見なされ，その民族的特性と近隣の
スラヴ系諸民族との関係のために特別に取り扱われ，集中的に監視された．
そのために1920年に特励の官庁の創設が計画され，23年目・ミウツェン県ゾル
ブ人対策部が設置された．さらに，心血は綿密にゾルブ人の運動を，とくに
彼らとチェコ人との関係を監視した．・それにはツィッタウ郡も加わった．な
ぜなら，チェコスロヴァキア共和国への最も重要な交通路がそこを通ってい
たからである．
　バウツェン県ゾルブ人対策部は同県情報室（Nachrichtenstelle）から生ま
れた．前者は公式にも，例えば1928年までのバウツェン市住所録には，人目
を避けるために，また，監視の疑いを晴らすために，後者の仮名で記載され
ていた．部の名称は後には，ゾルブ人政策・少数民族問題（略称W．M．）と
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なった．1932年忌バウツェン県が廃止されて，ドレースデン県と統合された
時，この部門はドレースデンに移されず，バウツェン郡に編入された．この
部は，かつての県知事に対してと同じように，今や郡長に下属し，郡長だけ
が署名できた．しかし，この部を主宰したのは，主務官として上級書記，行
政事務官，行政参事官，あるいは，上級行政参事官［41］の地位にある，1人の
官僚であった．ゾルブ人対策部はゾルブ人の政治・文化生活全体を監視し
た．同部は，ゾルブ人によって書かれた，あるいは，ゾルブ人の全体ないし
個人にかかわる刊行物，とくに新聞記事を収集した．印刷物がゾルブ語で書
かれている場合には，ゾルブ人対策部はそれを翻訳させた，ゾルブ人の政治
と文化の中心地としてのバウツェンはこの官庁にとって最適の所在地であっ
た．ここの知識人は多くがゾルブ語に通じていたからである．ゾルブ人対策
部の情報収集活動はバウツェン郡とザクセン領オーバーラウジッツの領域ば
かりでなく，さらに，プロイセン領のリークニッツ県（RB）とフランクフル
F（オーダー）県（RB）のゾルブ人居住地域にも及んだ．プロイセンには，
照応する官庁がなかったからである．そのかぎりでは，郡から分離した独自
の予算を持ち，ドイツ国の資金でもって運営されたゾルブ人対策部は，事実
上，ドイツ国の官庁であった．しかし，同部はプロイセンの官庁に対する命
令権は持っていなかった．
　ファシストの権力掌握後，ゾルブ人対策部は，その管轄権が顧慮されず，
さまざまな行政官庁と政党事務所が独断で「ゾルブ人政策」を実施すること
に，しばしば抗議した．1935年にファシスト的な東部ドイツ人連盟（Bund
Deutscher　Osten）の邦指導部（Landesleitung）がレーバウに設置されると，
権限をめぐる紛争がまたもや生じた．しか’しながら，数年経つと，異常に密
接な協力関係が展開し，お互いがその過激さにおいて他を凌駕しようとし
た．すでに！937年に両者はすべてのゾルブ人団体の上部組織としての総連合
（Domowina）を，そして，引き続いて1939年までにゾルブ系のあらゆる組織
と団体を，解散させた．両者はゾルブ人の新聞，出版組織と独自の民族・文
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化生油蝉のその他のあらゆる表現方式を除去した．また，ファシズムに無条
件に賛同しないゾルブ人の知識人と「指導者層」を，ゾルブ人の居住・言語
地域から放逐するための措置を取った，　　1942年頃にゾルブ人対策部は，
戦争によって惹き起こされた職員不足の結果として，活動をほぼ停止した．
いずれにせよ，戦争末期の数年については，それの存在と活動を示す文書
は，残されていない（29）．
　バウツェン郡ゾルブ人対策部の存在は，郡の活動にとって一般的と見なさ
れるものを，そして，この論文の中でも繰りかえし述べられたものを，とく
に明らかに示している．ザクセンのこの下級官庁は集落毎の細事には決して
かかわり合うことがなかったが，全ザクセンの経済的・社会的・政治的・文
化的発展にとって，中央官庁および中級官庁のそれに対して軽視されてはな
らない重要な意義を，持っていたのである．
（注）
（12）　Rolf　Schauer，　“Die　Auswertung　der　amtshauptmannschaftlichen　Geschafts－
　berichte　im　Bereich　der　Kreishauptmannschaft　Dresden　fifr　die　Geschichte　der
　Arbeiterbewegung”，　in：Archivmitteilungen，　Jg，13（1963），　H．2，　S．50－53を参
　照．
（13）Staatshandbticher　ftir　das　1（δnigreich　bzw．　ftir　den　Freistaat　Sachsenを参
　照．
（14）警察将校は行政官僚よりもさらに早くからナチスと結び付いた．すでに1933年
　以前に，服務宣誓を破って秘密裡に，そ．して，大量にそうしたのである．自身の昇
　進の希望は叶えられた。その中の何人かは今日でもドイツ連邦共和国において将
　官の年金を得ている．Venus，　AmtshauPtmann…，　S，102を参照．
（15）　Ebd．　S，　23，
（16）以下についてはOtto　Sebald［42］，“Wer　kennt　die　Tatigkeit　unserer　Amts－
　hauptmannschaft？”，　in：Dresdner〈xeue　Presse，9．　Jg，　Nr．42（1933年10月15
　日），S．1および第1付録，　S，2を参照．
（17）本章末の地図を参照．これはGeorg　Lommatzsch，“Die　Einwohnerzahlen　der
　Landgemeinden　von　1834－1900　und　die　Veranderungen　in　der　Verwaltungsein－
　teilung　des　KOnigreichs　seit　1815”，　in：　Zeitchrift　des　K．　Sdchs．　Statistischen
　Landesamtes，51，　Jg，（1905），　S．82の後の地図から取られた．
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（18）Gesetze／Beノθ〃θ／Verordアzungen／Behαnntma‘んungen，　tノθプδがθ窺だご玩durch
　　die　Landesregierung　Sachsen，　3，　Jg，　（1947），　S．　22－24．
（19）　Ulrich　He8，　Geschichte　der　BehOrdenorganisation　der　thtiringischen　Staaten
　　und　desムandes　7「ん説プingen　von（オθrルEtte　des　16．ノαんプんz↓η（オerts　bis　zum／ahr
　　1952　（Lehrbriefe　fafr　das　Fachschulfernstudium　ftir　Archivare．　Verwaltungs－
　　geschichte　des　Staates，　Lehrbrief　4），　Berlin　1958，　S．　288－299；　Hans－Joachim
　　Schreckenbach，　“Die　Bestande　der　Kreisverwaltungen　1945－1952　und　ihre
　　Bearbeitung　irn　Landeshauptarchiv　Potsdam［7］”，　in：　Archivmitteilungen，　Jg．　15
　　（1965），　S，　81－90，
（20）　Hans－Joachim　Schreckenbach，　‘‘Bezirksverwaltungen　in　den　Lljndern　der
　　ehemaligen　Sowjetischen　Besatzungszone　Deutsbhlands　1945－1947”，　in：　／ahr－
　　buch　ftir　Regionalgeschichte，　Bd．　1　（1965），　S，　69－72，
（21）　Blaschke，　Sdchsische　Verzvaltungsgeschichte…　，　S，　158．
（22）　Gesetzblatt　der　Deutschen　Demoleratischen　RePublik　1952，　S，　613－614，
　　623－625．　　1945年以後の行政．区域の地図はHans－Stephan　Brather，
　　Lehrmaterial　zur　Geschichte　der　Staatsmacht　der　Deutschen　Demokratischen
　　RePttblife，　Teil　2，　Texte　ecnd　graPhische　Darstellungen，　Potsdam　1967，　S．
　　10－12にある．ラウジッツ地域についてはKlaus　J．　Schiller，“Die　Lausitz　in　den
　　territorial－administrativen　Einheiten　der　Deutschen　Demokratischen　Republik
　　sei亡1945”，　in：Letopis，　Reihe　B，14／1（1967＞，　S．53一・63を参照．
（23）　Ernst　Venus，　“Die　sachsischen　Bezirksverbtande”，　in：　Der　Landlereis，　Jg．
　　1966，　H，　5，　S．　162－163；　ders．　”Zur　Neuordnung　in　Sachsen”，　in：　LeiPziger
　　Neueste　Nachrichten，　Nr．155（1918年6月6日），第2付録；Hans　Vollprecht，
　　“Die　Neuorganisation　der　sta’chsischen　Bezirksverbande”，　in：　Sdchsische
　　Staatszeitung，　Nrl　101（1924年5月2日），S．3；SebalClt，“Wer　kennnt　die
　　Tatigkeit…”を参照．
（24）1930年頃ドレースデン郡の庁舎はケーニヒ＝ヨハン街23番地の旧邦i義会議事堂
　　にあったが，ドレースデン地区自治体連合の庁舎はビュルガーヴィーゼ28番地の
　　旧フォン・ブルク家邸宅にあった．
（25）すでに1840年以降，自治体は面長の主宰の下で，救貧院を共同で建設し，維持
　　するために，連合して，地区救貧組合（Bezirksarmenverband）を作っていた．こ
　　の団体は1874年の地区自治体連合の創設によって無用のものとなった．
（26）　Peter－Paul　Nahm，　“Die　Entstehung　des’Deutschen　Landkreistages”，　in：　Der
　　Landkreis，　Jg，　1966，　H．　5，　S．　138－141．
（27）　Agatha　Kobuch，　“Die　sta’chsischen　Bezirksschulinspektionen　und　Bezirksschul－
　　amter　und　ihre　Registraturen”，　in：　Archivmitteilungen，　Jg．　15　（1965），　S，
　　100－106を参照．地区教育監督委員会と地区教育部は，郡庁には属さない，別個
　　の官庁であった，とのそこで認められている事実を，元郡長ヴェーヌス博士は私
　　に確言し，確認した．同じことは地区宗教監督委員会と地区自治体連合の独立性
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　についても妥当する．郡長は地区教育部の文書に常に最初に署名した．それに対
　して，地区宗教監督委員会の文書については郡長は，協力する教会監督よりも勤
　務年限が長い時にだけ，最初に署名したのである．
（28）　Historisches　Staatsarchiv　Bautzen［43］，　Amtshauptmannschaft　Bautzen，
（29）　Hartmut　Zwahr，　Bauernwiderstand　und　sorbische　Volksbetvegung　in　der
　Oberlausitz　（1900－1918），　Bautzen　1966；　Frido　Metsk，　Bestandsverzeichnis　des
　Sorbischen　Kulturarchivs　in　Bautzen，　Teil　3，　Das　DePositum　IPVendenabtei－
　lung，　Bautzen　1967，　bes．　S．11－20．さらに，エアハルト・ハルトシュトック博士
　からの口頭の教示．
（第3章訳注）
［1］1914年に建築事項担当顧問（Beirat　in　baupolizeilichen　Angelegenheiten）の官
　職がケム子ッツとドレースデンの2県にあり，その官吏は建築参事官ないし建築
　担当官（Bauamtmarin）の称号を持っていた．εHB　1914，　S．298．建築参事官の称
　号を持つ官吏は，さらに大蔵省（a．a，　O．　S．152－153，201－202　usw．），内務省
　　（a．a．0．，　S．297，317－319　usw．）と常備軍（a．　a．0。　S．446，482－483）に，財
　務・建築参事官（Finanz－und　Baurat）の称号を持つ官吏は，大蔵省（a．　a．　O．，
　S，200－2Q6，208－209　usw．）に，上級建築参事官（Oberbaurat）の称号を持つ官吏
　は，大蔵省（a．a．　O．，　S．150，152，202－203）と内務省（a．　a，0，，　S．293，297，362）
　に，枢密建築参事官（Geheimer　Baurat）の称号を持つ高級官吏は，大蔵省（a，
　a．O．，　S．149－150，200，207）と陸軍省（a．a．O．　S．442，446）にいた．1914年に道
　路建設監督局と水利工事監督局に，また，道路建設・水利工事部（StraBen－und
　Wasserbauamt）の多くに建築担当官の官職があった．最後者とダム工事部（Tal－
　sperrenbauamt）の部長の一部は建築担当官の称号を持っていた．　SHB　1914，　S．
　200－204．国有鉄道管理庁と，鉄道建設部（Eisenbahnbauamt）を含む下部官庁に
　も，建築担当官の官職があり，その官吏の一部は財務・建築参事官ないし建築学
　事官の称号を持っていた．a．　a．　O．　S．209－211，217，227－229　usw．
［2］ユ914年に各県には医務担当参事官（Medizinischer　Rat）ないし医務担当顧問
　　（Medizinischer　Beirat）の官職があり，その官吏は枢密医務参事官ないし上級医
　務参事官（Obermedizinalrat）の称号を持っていた．　SHB　1914，　S，297－300．医務
　担当参事官の官職は内務省本省にもあり，その官吏は枢密医務参事官の称号を
　持っていた．a．aO．，S．293．医務参事官の称号を持つ官吏は，内務省（a．a，
　O．，S．322，336－338，341　一344　usw．）に，上級医務参事官の称号を持つ官吏は，さ
　らに．内務省（a，a．0．，　S．336－338，341－344　usw．）にいた．
［3］1914年に各県には工業技術担当参事官（Gewerbetechnischer　Rat）の官職があ
　り，その官吏は上級行政参事官あるいは行政・工業参事官（Regierungs－und
　Gewerberqt）の称号を持っていた．　SHB　1914，　S．297－300．工業技術担当参事官
　の官職は内務省本省にもあり，その官吏は枢密行政参事官あるいは上級行政参事
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　官の称号を持っていた．a，　a．　O．　S．293．工業参事官の称号を持つ官吏は，内務省
　下の工業検査委員会などにいた．a．　a．　O．，　S．353－354，364．
［4］1914年には郡の行政事務官の一部（SHB　1914，　S．300－301，303，　305，　307）と県
　の行政事務官の全員（a．aO．，S，297－300），さらに，内務省下の官吏の．あるもの
　　（a．a．　O．，　S．293，313，315　usw．）が行政参事官の称号を持っていた．
［5］1914年にはすべての県と多くの郡に，さらに，内務省下の一部の中級官庁に行
　政事務官の官職があった．SHB　1914，　S．297－307，322．行政事務官の称号を持つ
　官吏は，内務省（a．a．0．，．　S．293，312－313　usw．）と宗教省：（a．　a．．　O．　S．
　371－372）　ウこし、た．
［6］1914年に建築技官はケムニッツなど6郡にいた．SHB　1914，　S，301－303，
　306－307．
［7コ州立ポツダム文書館は1951年ブランデンブルク州立中央文書館に，65年国立ポ
　ツダム文書館に改称された後，現在ではふたたびブランデンブルク州立中央文書
　館とな’っている．1992年3月18日付同文書館回答．
［8］18世紀にな．ると商工業が興隆し，富裕な市民層がライプツィヒなどに成長し
　た．しかし，封建勢力は国法上の特権を把握し，行政を支配していた．とくに18世
　紀央には全能の総理丸柱ブリュール伯爵がすべての官庁を掌握していた．七年戦
　二二の財政的破局の中で，ザクセン史上「国家再建」と呼ばれる国家改革が，大商
　人出身の新貴族ブリッチュ男爵を中心として実施された．「ザクセンの絶対主義
　は〔フランスとイギリスの強い影響を受けた〕啓蒙思想と結び付き，．こうして，そ
　の最終段階に達したのである」．Blaschke　l958，　S．74－76．枢密財務委員会が創設
　され1邦経済委員会への改組が実現した．ライプツィヒの大商人など多くの平民
　がドレースデンの中央官庁の要職に招聰された．Horst　Schlechte（Hrsg．），　Die
　Staatsreform　i．n　Kursachsen　1762／63，　Berlin　1958，　S．46－66，　116，　120－121；
　．Klein　l983，　S．839－843．しかしながら，この時に実現したのは財政・経済改革で
　あって，「一般的な国制改革と行政の根本的一元化」ではなかった．Schmidt
　1966，　S，　28．
［9］郡の領域の確i定は1838年と考えられる．松尾　1990，19－20ページ．
［ユ0コ1828年には枢密財務委員会の下に道路建設特別委員（StraBenbaukommissar）
　はいたが，地区道路建設委員会はなかった．Kgl．　Staat　1828，　S．129－130．1832年
　には地区道路建設委員会が大蔵省の下に設置されており，この委員会は県知事
　　（K），郡長と地代管区長，事清によっては司法管区長から構成されていた．
　Uebersicht　I832，　S．28．本訳第3章第1節（5）に記されているように，1856年に
　司法管区の任務は管区（GA）に引き継がれた．1865年の命令と告示によって道路
　建設特別委員の代わりに舗道監視官（Chausseeinspektor）が委員会にはいり，地
　代管区の任務は，1郡にほぼ1人ずつの建設管理官（Bauverwalter）に移った．
　GS　1865，　S，79，　84－85．この委員会の任務は，本訳出3章第2節（1）に記されて
　いるように，1874年に新しい郡に移された．
［11］1828年には枢密財務委員会の下に水利工；事監督官（Wasserbaudirektor）はいた
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　が，委員会はなかった．Kgl．　Staat　1828，　S．130－131，！832年には大蔵省の下部機
　関として地区築堤委員会（Uferbaukommission）があり，水利工事監督官と郡長，
　事情によっては司法管区長ないし地代管区長から構成されていた．Uebersicht
　1832，S，29．　SHB　1837（S．197）においてはこの委員会は地区水利工事委員会と改
　称されている．1865年の命令と告示によって水利工事監督官の代わりに水利工事
　監視官（Wasserbauinspektor）カミ委員会にはいり，地代管区の任務は前注［10コの
　建設管理官に移った．G51865，　S．79，84－85．新しい郡への任務移管については：本
　文参照．
［12コSch16chte　1958，　S，88，117によれば1782年．
［13コ1854年に第一審裁判所所長の一部は枢密行政参事官，控訴裁判所参事官ないし
　宮廷参事官の称号を持っていた．SHB　1854，　S．77，78，83，86．
［14］1849年の下級地方行政区域の数は49と考えられる．松尾　1990，30ページ．
［15］本領地域の中にはさらにウ“イルデンフェル家所領があった．これは1846年にザ
　クセソ国家に完全に統合されk．松尾　1990，5，26，31ページを参照．
［16］これは「単独責任制的に」とすべきであろう．
［17コライプツィヒ大学の学生は1855年法によっても特別の裁判籍を保持し続けた．
　この裁判籍はようやく1878年に廃止され，存続する大学裁判所（Universit2tsge－
　richt）には，懲戒事項だけが帰属した．　Schmidt　1966，　S．306；Blaschke　1983，
　S，　618；’Blaschke　1984，　S．　787，
［18］ただし，家産裁判所長は，彼を任命した裁判領主と，この領主に所属する領民
　との間の訴訟については，自から判決を下だすことはできず，関係の文書をザク
　セン選一侯（ないし国王）の裁判所に送付して，判決を仰がなければならなかっ
　た．Klein　1983，　S．833．
〔19コ1838年の告示には，『1833年8月1日以後にその裁判権を国家に譲り渡した農
　場領主』（G、∫1838，S．368）という文言が見出される．
［20］　Blaschke　1958，　S．　121；　Schmidt　1966，　S．　309；　Blaschke　1983，　S．　619．
［21］1878年に管区長（GA）の一部は宮廷参事官の称号を持っていた．　SHB　1878，
　S．　66，　100．
［22］1878年目地区裁判所の所長と参事官の各一部は控訴裁判所参事官の称号を持つ
　ていた．SHB　1878，　S．69，84，90，99．
［23］これはGOrlitzで出版された．
［24］！914年に県知事（KH）は称号を持たないが，その代理の全員および県（KH）の
　上級参事官（Oberrat）と台長の各一部は枢密行政参事官の称号を，また，県
　　（KH）の医務担当参事官の一部は枢密医務参事官の称号を持っていた．　SHB
　1914，　S．　297－300，　303－304．
［25］1815年から35年までのオーバーラウジッツが地方行政に関して四大都市と地方
　区（Landkreis）に区分されていたことについては，松尾　1990，9ページを参
　照．
［26］1914年に行政事務官補は，多くの郡と警視庁にある官職であった．SHB　1914，
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　S．300－307，322。行政事務官補の称号を持つ官吏は，高等行政裁判所（a．a．0．，
　SJ　74），内務省（a．　a．　O．，　S．313，348　usw，）と宗教省（a．　a．0．，　S，371）にい
　た．
［27コ1914年に常備軍の新馬補給部（Remontedepot）と被服部（Bekleidungsamt）に
　検査官の官職があった．SHB／914，　S．477－479．
［28］1874年以後の郡独立都市における警察部については，本陣（IV），175ページの
　第1章訳注［35］を参照．
［29］1833年法によって間接税局の下に間接税支局（Untersteueramt）が設置され，
　後者は1896年の告示によって間接面部（Steueramt）に改称された．　GS　1833，　S，
　457；GS　1896，　S．96．これは郡の税務部とは異なる．
［30〕これら4支所は1874年の命令によって設置された．Felix　Wach，　Kgl．　Sdchs．
　Gesetz，　die　Oプganisa彦ion　der　Behδrdenノ伽die　inneプe　Vθブωα伽π9　betプeガend，
　vom　21，　APril　1873　nebst　den　damit　in　Verbindung　stehenden　Gesetzen　und
　Verordnungen，　Leipzlgユ905，　S，172．クリミッチャウ支所は76年の．シャンダウ支
　所は77年の告示によって廃止された．GS　1876，　S，4；GS　1877，　S，337．　Vg1，
　Wach　1905，　S．172．デーレン支所は79年の告示によってポートシャツペルに移車……
　し，後者は80年の命令によって廃止された．GS　1879，　S、ユ00；GS　1880，　S．　IIO．
　Vgl，　Wach　1905，　S．　172；　Klein　1982，　S，　17．
［31］これは1932年である．Blaschke　l958，　S．115；Klein　1982，　S．275；Blaschke
　l985，　S．　593．
［32コこれは1945年である．Blaschke　1958，　S．154．　Vgl，　Klein　1982，　S．288，313．
［33コ地区自治体連合に関しては地区自治体連合法が規定した．なお，地区議会の議
　員定数は24人以上である．Leutholdユ878，　S，181　一185；Wach　1905，　S．117－152；
　Mayer　1909，　S．　299．
［34コ地区委員会についての法規定は内務官庁組織法第10条一一19条に含まれる．
　Wach　1905，　S，　57－86，
［35］1873年地区自治体連合法はBezirksversarnmlungとBezirkstagとを用いてい
　る．Wach　l905，　S．120．1919年法はBezirksversammlungについての規定を改正
　した．GS　191θ，　S．145－148．1923年法は両者をBezirks亡agに一元化した．
　Arnold　Streit，　Gemeindeordnungノ伽den　Freistaat　Sachsen　vom　1．　August
　1923　in　der　Fassung　der　Beleanntmachung　vom　15．　Juni　1925，　2，　Aufl．，
　Leipzig　1925，　S．　358，
［36コ1923年の自治体法と25年の同法改正令は旧来の都市にも農村自治体にも等しく
　適用された．ただし，都市自治体法に従来服してきた自治体は，都市と称するこ
　とができる．都市的性格を備えた，人口10，000人以上の自治体も，そうである．農
　村自治体の首長も市長と呼ばれることになった．自治体の構成員はその自治体区
　域の住民全員である．その中の，21才以上のドイツ人は，男女を問わず、自治体公
　職選挙権を持つ．自立的農場区域は廃止され，1924年末までに近隣…の自治体に統
　合されるべきである．人口30，000人以上の自治体は，そして，一定の条件の下で
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　は30，000人以下の自治体も，郡独立都市となることができる．Blaschke　l958，　S．
　139－141；　Blaschke　1985，　S．　594－595．
［37］1925年ザクセン邦福祉法は，ドイツ国青年福祉法（1922年）とドイツ国福祉義
　務令（1924年）とについてのザクセン邦施行法を兼ねている．Sterit　1925，　S．
　347，　Vgl．　（Georg）　Elsner　（Hrsg，），　10　／ahre　Arbeits一　und　Wohlfahrtsministerium
　im　Freistaat　Sachsen　1919－1929，　Dresden　1929，　S．　195；　Blaschke　1985，　S，
　591，
［38］1923年自治体法によって地区自治体連合が設立し，管理することを認められた
　のは，地区貯蓄金庫（Bezirkssparkasse）であった．　Streit　1925，　S．350．
［39コ1861年の法律によって工業労働裁判所が設立されることになった．GS　1861，
　S．22L　1890年帝国工業労働裁判所法（1901年改正）に基づいて，人口20，000人以
　上の自治体は工業労働裁判所を設置しなければならない．地区自治体連合と人口
　20，000人以下の自治体もそれを設けることができる．同裁判所がない場合，都市
　にあっては市長が，農村自治体にあっては治安判事が裁定する．Naundorff　1904，
　S．307；Fischer　l914，　S．74－76；Streit　1925，　S．344．後注［40］を参照．
［40］1904年帝国商業労働裁判所法に基づいて人口20，000人以上の自治体は商業労働
　裁判所を設置しなければならない．地区自治体連合と人口20，000人以下の自治体
　もそれを設置することができる．同裁判所のない自治体にあっては，市長ないし
　治安判事が裁定する，Fischer　1914，　S，114－115；Streit　1925，　S，344，1926年の法律
　によって，ザクセンに従来あった工業労働裁判所76と商業労働裁判所44に代わっ
　て，区労働裁判所（Arbeitsgericht）20と地方労働裁判所（Landarbeitsgericht）3
　　（それぞれの支所を除く．）が設けられた．Elsner　1929，　S．35，
［41］1914年に上級行政参事官の称号を持つ官吏は，邦中央文書館（SHB　1914，
　S．75），各県の上級参事官の一部を含む内務省（a，a。0．，　S．293，297－299，
　312－315usw．）と宗教省（a，　a．0．，　S．371）にいた．
［42］注（23）にあるSebaldtが正しい．　　　　　　　　　　　　　　・
［43］現在では国立ドレースデン文書館バウヅェン支部．1992年2月6日付連邦文書
　館ポツダム総支部回答．
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地図　1900年のザクセン王国の県と郡 ??
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